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研究分野：自然人類学 

科研費の分科・細目：人類学・自然人類学 

キーワード：日本人の起源 弥生人 縄文人 渡来人 
 
１．研究計画の概要 
 日本人の形成史解明には、更新世から現在に
至る間の大陸や周辺域との人の交流史の解明
が不可欠である。特に懸案となっている渡来系
弥生人や縄文人の源郷問題を解決することを目
的として、以下の東アジア各地域の人類学的調
査（形態、遺伝子、考古、同位体分析）を実施す
る。 
(1)中国：弥生文化の主柱となった水稲農耕文化
の伝播経路として関連分野から注目されている
江蘇省～山東半島南岸域の古人骨調査、及び、
青銅器文化の伝播と関連して注目される中国東
北部の先史人類に関する調査（吉林大学所蔵
の古人骨調査）を実施し、弥生時代の日本への
渡来に関係した大陸の人と文化の動態を明らか
にする。 
(2)東アジア東北部（ロシア・モンゴル）：ロシア沿
海州・モンゴル東部の新石器～鉄器時代遺跡
の発掘調査、及び両国の各研究機関所蔵人骨
の調査によって、大陸北方と日本列島との人の
交流、特にシベリア東部集団と縄文人との関係
を明らかにする。 
(3)東アジア南部 
①)先島諸島：資料空白域となっている先島諸島
の先史時代遺跡の発掘調査を通して、日本列
島とアジア南部との人の交流を明らかにする。 
②台湾：台湾の先史時代人骨、及び土着原住
民集団の資料調査によって、日本の更新世に
遡る時期からの人の交流を追求する。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)中国：山東半島南岸に位置する北辛史跡出
土の新石器時代人骨（大文口文化期）の整理、
復元作業を実施し、平成 22 年度までにおよそ
120 体分の計測、観察データの採取を終えた（こ
れらに関する分析結果について 2011 年秋に研

究発表会を実施予定）。また、吉林大学所蔵の
中国東北地域の人骨（新石器時代～漢代人骨）
の調査を実施して当該域の人類学的情報の充
実を図っている(2011 年まで調査実施予定)。 
(2)ロシア極東歴史・考古・民族学研究所、及び
モンゴル考古学研究所との共同研究を実施し、
これまでのところもモンゴル東部ダーラム遺跡か
ら青銅器時代人骨を新たに得た（2011 年度まで
引き続き調査継続）。また、ロシア・モンゴルの各
研究機関所蔵の新石器時代～青銅器時代の人
骨調査を実施した。 
(3)資料空白域となっている先島諸島の宮古島
浦底遺跡の発掘調査を実施し、1 体の時期不明
の埋蔵人骨を得たので、現在、年代測定を実施
中である。また、沖縄県教育委員会の調査によ
る石垣島白保竿根田原遺跡出土の人骨片に関
し、年代測定を実施して、更新世(約 2 万年前)
に遡る人骨であることを明らかにした。 
 また、台湾大学医学部所蔵の先史時代及び
近現代の原住民人骨に関する調査を実施し、そ
の結果を学会誌に報告した。さらに、縄文人の
起源問題に関連する研究として愛媛県上黒岩
縄文早期人骨の分析を実施し、その特異な形
質を明らかにした。また、弥生時代における渡来
人と土着縄文人との関係や渡来系弥生人の拡
散に関するシミュレーション分析を行ない、学会
誌に報告した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
(理由) 
 主要な研究目標としていた中国、台湾での先
史人骨調査が順調に進み、成果の一部は既に
学会誌等に発表したが、さらに 2011 年度には中
国、台湾の共同研究者を招聘してこれまでの成
果を発表し討議する計画である。また、ロシア沿
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海州、先島での発掘では残念ながら先史時代
人骨の発見には至っていないが、ロシアに代わ
って実施したモンゴル東部・ダーラム遺跡発掘
調査によって新たに青銅器時代人骨を得ること
ができた。また、先島では石垣島の白保竿根田
原洞穴から出土した人骨の年代測定に貢献す
ることができた。  
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)最終年度になる 2011 年度には、大陸北方域
の先史時代人骨に関する情報収集のため引き
続き中国・吉林大学所蔵人骨の調査のほか、先
史時代人骨に関する情報が希薄なモンゴル東
部域において発掘調査を実施する。 
(2)アジア南方からの人的影響を明らかにするこ
とを目的として、引き続き沖縄・先島諸島（日本
最南端の波照間島の発掘を予定）において発
掘調査を実施する計画である。 
(3)中国・山東半島南岸の新石器時代人骨を主
対象とした研究発表会を、中国の研究者を招聘
したかたちで実施する。 
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Anthropological Science (査読有), 118: 
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Anthropological Science (J-series)（査読無）, 
116: 176-181, 2008 

 
〔学会発表〕（計 35 件） 
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